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第162回通常国会開会
会期150日、６月19日閉会予定

2 月号
平成17年
No.165

１
月
21
日
に
開
会
さ
れ
た
第
162
回
通
常
国
会

は
、
会
期
150
日
、
６
月
19
日
に
閉
会
の
予
定
で
あ

る
。今

国
会
に
提
出
さ
れ
る
の
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
法
律
案
は
83
件
、
条
約
９
件
で
、
今
後
さ
ら
に

14
件
の
法
律
案
、
13
件
の
条
約
が
提
出
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
議
員
提
案
に
よ
る
法
律

案
も
予
想
さ
れ
る
。

今
国
会
で
最
も
注
目
さ
れ
る
重
要
法
案
は
、
郵

政
民
営
化
関
連
法
案
。
民
営
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、

政
府
と
自
民
党
と
の
考
え
方
は
大
き
く
違
っ
て

お
り
、
３
月
中
旬
に
法
案
が
提
出
で
き
る
の
か
今

な
お
不
透
明
で
あ
る
。
先
の
党
大
会
で
の
大
会
ア

ピ
ー
ル
で
、
強
く
実
現
を
主
張
し
た
教
育
基
本

法
の
改
正
も
与
党
間
の
調
整
が
難
航
、
雲
行
き
が

怪
し
い
情
勢
と
な
っ
て
き
た
。
序
盤
国
会
で
の
論

戦
は
、
政
治
と
金
の
問
題
が
中
心
と
な
っ
て
き
た

が
、
自
民
党
も
、
民
主
党
を
中
心
と
す
る
野
党
も
、

お
互
い
の
揚
げ
足
取
り
と
非
難
・
暴
露
合
戦
で
、

ど
う
見
て
も
国
権
の
最
高
機
関
で
の
や
り
取
り
と

は
思
え
な
い
。
金
の
問
題
は
民
主
党
に
と
っ
て
も

一
番
攻
め
や
す
い
問
題
か
も
知
れ
な
い
が
、
政
権

を
狙
う
政
党
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
低
次
元
の
感

じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。
国
会
で
は
、
野
党
・
与

党
双
方
と
も
、
も
っ
と
国
の
将
来
の
あ
り
方
、
形

を
ど
う
す
る
の
か
、
そ
ん
な
深
い
問
題
に
つ
い
て

論
戦
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

提
出
で
き
る
か
、
郵
政
民
営
化
関
連
法
案第百六十二回国会開会式記念　参議院自由民主党　平成17年1月21日
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昨
年
夏
の
参
議
院
選
挙
は
年
金
問
題
が
大
き
な

争
点
と
な
っ
た
。

国
会
議
員
の
国
民
年
金
へ
の
未
加
入
・
未
納
問

題
が
次
か
ら
次
へ
と
明
ら
か
に
な
り
、
国
民
の
年

金
制
度
に
対
す
る
不
信
と
不
安
は
か
な
り
大
き
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
厚
生
年

金
保
険
料
は
、
平
成
16
年
10
月
か
ら
、
毎
年
0.354
％

ず
つ
増
額
さ
れ
、
最
終
保
険
料
は
現
在
の
13.58
％
か

ら
18.30
％
に
な
る
。

保
険
料
は
労
使
が
半
分
ず
つ
負
担
す
る
と
は
言

え
、
こ
の
不
況
下
で
の
負
担
増
は
、
労
使
双
方
に

と
っ
て
か
な
り
の
痛
み
を
伴
う
。
平
均
的
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
保
険
料
負
担
額
は
、
毎
年
約
１
万
円

ず
つ
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
将
来
、
現
在

約
束
さ
れ
た
支
給
額
が
絶
対
に
保
証
さ
れ
る
と
は

限
ら
な
い
。

国
民
の
年
金
に
対
す
る
強
い
不
信
と
不
安
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
が
政
治
へ
の
信
頼
を
著
し
く
損
ね

る
結
果
を
招
い
て
い
る
。

年
金
改
革
論
議
の
中
で
、
国
会
議
員
の
年
金
制

度
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
国
会
議
員
は
10
年

間
在
職
す
れ
ば
、
年
間
412
万
円
の
年
金
が
支
給
さ

れ
る
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
特
権
的
な
制
度
だ
と

非
難
さ
れ
た
。
国
民
に
理
解
と
納
得
を
得
ら
れ
る

年
金
制
度
改
革
は
、急
を
要
す
る
課
題
と
な
っ
た
。

平
成
16
年
６
月
、
衆
参
両
院
議
長
の
下
に
設
け

ら
れ
た
調
査
会
で
は
、
18
回
に
わ
た
っ
て
検
討
を

重
ね
、
今
年
１
月
に
両
院
議
長
に
対
し
て
、
国
会

議
員
の
年
金
制
度
見
直
し
案
を
提
出
し
た
。
見
直

し
案
は
、
年
金
保
険
料
を
約
70
％
増
や
す
、
支
給

額
は
約
30
％
減
ら
す
と
い
う
大
胆
な
案
で
、
国
会

議
員
に
と
っ
て
は
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る

が
、
マ
ス
コ
ミ
や
国
民
か
ら
は
今
な
お
特
権
的
だ

と
い
う
批
判
が
強
い
。

こ
の
見
直
し
案
に
対
し
て
参
院
自
民
党
は
、
国

会
議
員
年
金
制
度
を
廃
止
し
、
全
額
国
庫
負
担
の

退
職
金
制
度
を
創
設
し
て
、
１
年
毎
に
250
万
円
を

加
算
す
る
と
い
う
案
を
発
表
し
た
。
又
、
自
民
党

若
手
議
員
の
中
で
も
、
子
供
の
養
育
費
等
、
生
活

費
に
結
構
お
金
が
必
要
な
の
で
、
毎
月
多
額
の
保

険
料
を
支
払
う
の
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、

こ
の
見
直
し
案
に
も
強
い
批
判
が
あ
る
の
な
ら
、

思
い
切
っ
て
廃
止
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。

国
会
議
員
に
年
金
制
度
が
必
要
な
の
か
ど
う

か
、
随
分
前
か
ら
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
国

会
議
員
を
目
指
す
人
が
、
年
金
な
ど
を
当
て
に
す

る
の
が
間
違
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
人
も
い
れ

ば
、
引
退
後
、
国
会
議
員
経
験
者
と
し
て
あ
る
程

度
の
生
活
の
保
証
が
な
け
れ
ば
、
金
持
ち
の
人
し

か
議
員
に
な
れ
な
い
等
、
色
々
な
意
見
が
あ
る
。

項　目 現行 改正

月毎の年金
保 険 料 103,000 133,900

期末手当分
保 険 料 29,605 592,100

年間総保険料 1,265,605 2,198,900

受給資格年数 10年 12年

支給年金年額 4,120,000
（在職10年）

2,884,000
（在職12年）

国庫負担率 72.7％ 50％

調査会の見直し案

※京都府

公営住宅等建設事業 国費 51,723

森林環境保全整備事業 国費 35,000
※京都市

直轄国道整備事業（防震災） 国道1号山科地区 40,000

直轄国道整備事業（防震災） 国道24号新観月橋 100,000

直轄国道整備事業（防震災） 国道171号久世橋他1箇所 100,000

通常砂防事業 猪谷川（砂防えん堤工） 60,000

直轄河川事業 淀川（伏見区、大阪市、堺市他） 2,005,000

公共下水道事業 管渠 1,290,000

水質改善下水道事業 処理場 300,000

水質改善下水道事業 処理場、ゼロ国 410,000

官庁営繕事業（耐震改修） 左京区（国立京都国際会館） 753,000

予防治山事業 山科区四ノ宮小金塚地内 50,000
※京都市、久御山町

直轄国道整備事業（改築） 国道1号洛南道路（京都市～久御山町） 100,000
※亀岡市、夜久野町

直轄国道整備事業（防震災） 国道9号大井地区他3箇所
（亀岡市～夜久野町） 95,000

※亀岡市、京北町、八木町

広域基幹（都市）河川改修事業 桂川 340,000
※園部町

復旧治山事業 上木崎地内 50,000

※丹波町

直轄国道整備事業（改築） 国道27号下山バイパス 665,000
※丹波町、和知町

直轄国道整備事業（防震災） 国道27号下山地区他1箇所
（和知町～丹波町） 125,000

※福知山市

直轄国道整備事業（改築） 国道9号福知山道路 35,000
街路事業（交通連携推進） JR山陰本線等、ゼロ国 500,000
※大江町

通常砂防事業 大谷川（砂防えん堤工） 40,000
※舞鶴市、福知山市、大江町

直轄河川事業 由良川（舞鶴市、福知山市、大江町） 4,599,000
※宮津市

激甚災害対策特別緊急事業 大手川 1,500,000
※野田川町

広域基幹（河川）改修事業 野田川 160,000
※加悦町

公共下水道事業 管渠（統合補助事業）、ゼロ国 40,000
※京丹後市

広域基幹（河川）改修事業 福田川 30,000
海岸（浸食）事業 後ヶ浜 80,000
※城陽市

直轄河川事業 木津川下流（主に城陽市） 1,378,000
※和束町

通常砂防事業 祖谷川（砂防えん堤工） 40,000

（事業費として（単位：千円））

国
会
議
員
年
金
制
度　

大
胆
な
改
革
案

な
お
、
特
権
的
と
強
い
批
判
、
若
手
議
員
か
ら
廃
止
論
も

2月1日参議院本会議にて成立した平成16年度補正予算の内容です。
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1
月
22
、
23
の
両
日
、
谷
垣
財
務
大
臣
は
忙

し
い
公
務
の
合
間
を
縫
っ
て
選
挙
区
に
帰
っ
た
。

22
日
は
綾
部
市
で
自
民
党
主
催
の
「
国
政
報

告
会
」、
23
日
は
京
丹
後
市
大
宮
町
、
与
謝
郡
野

田
川
町
で
、「
谷
垣
大
臣
を
迎
え
て
の
新
年
互
礼

会
」、
舞
鶴
市
で
は
自
民
党
舞
鶴
支
部
主
催
の

「
国
政
報
告
会
」
が
開
か
れ
た
。
新
年
互
礼
会
は

恒
例
と
な
っ
て
い
る
が
、
久
し
ぶ
り
の
大
臣
の
選

挙
区
入
り
で
、
両
会
場
と
も
多
く
の
人
々
で
盛
況

で
あ
っ
た
。

二
之
湯
議
員
は
4
会
場
と
も
大
臣
に
同
行
し
、

大
臣
の
登
壇
前
に
前
座
を
つ
と
め
、「
谷
垣
大
臣

は
国
も
地
方
も
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

平
成
17
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
地
方
交
付
税
を

前
年
並
に
確
保
し
て
、
地
方
の
声
に
耳
を
傾
け
、

国
債
の
発
行
を
前
年
よ
り
少
な
く
し
て
、
国
の
財

政
再
建
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
小
泉

首
相
は
来
年
9
月
に
自
民
党
総
裁
を
辞
め
る
と
表

明
さ
れ
た
の
で
、
次
の
総
裁
に
は
谷
垣
先
生
に
是

非
な
っ
て
頂
き
、
こ
の
京
都
か
ら
芦
田
均
先
生
に

次
い
で
2
人
目
の
総
理
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。」
と
語
っ
た
。

昨
年
の
三
位
一
体
改
革
を
め
ぐ
っ
て
、
谷
垣
大

臣
は
地
方
自
治
体
に
対
し
て
、
無
駄
使
い
が
多

い
、
も
っ
と
歳
出
削
減
に
努
力
す
べ
き
だ
と
か
な

り
厳
し
い
注
文
を
つ
け
て
い
た
が
、
さ
す
が
に
地

元
で
は
そ
ん
な
話
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
谷
垣
大

臣
は
、
日
頃
闘
争
心
や
顕
示
欲
を
表
に
出
さ
な
い

人
で
あ
る
が
、
4
会
場
で
の
話
し
ぶ
り
に
は
、
近

い
将
来
国
政
を
担
う
と
い
う
強
い
意
欲
が
十
分
に

感
じ
取
れ
た
。

日
本
政
府
は
小
泉
内
閣
が
推
進
し
て
い
る
外

国
人
観
光
客
年
間
1
千
万
人
を
目
指
す
「
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、
訪
日
ビ
ザ
の
制
度
改
善
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
韓
国
、
台
湾
、
中
国
の
修

学
旅
行
生
に
対
す
る
ビ
ザ
免
除
を
昨
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

今
年
は
3
月
25
日
か
ら
9
月
25
日
ま
で
、
名
古

屋
市
東
部
丘
陵（
長
久
手
町
、
豊
田
市
、
瀬
戸
市
）

で
21
世
紀
万
博
「
愛
・
地
球
博
」
が
開
催
さ
れ

る
。
政
府
は
万
博
へ
の
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
も

含
め
、
万
博
期
間
中
に
限
り
、
韓
国
、
台
湾
を
対

象
に
ビ
ザ
の
免
除
を
拡
充
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

中
国
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
団
体
観
光
ビ
ザ
の

発
給
地
域
を
、
北
京
市
、
上
海
市
、
広
東
省
に
限

定
し
て
い
た
が
、
平
成
16
年
9
月
15
日
か
ら
、
天

津
市
、
江
蘇
省
、
浙
江
省
、
山
東
省
、
遼
寧
省
ま

で
拡
大
し
た
。
今
後
、
大
幅
な
観
光
客
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
反
面
、
不
法
残
留
者
の
増
加
も
心
配

さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
不
法
残
留
者
は
観
光
目
的

で
日
本
に
入
国
す
る
が
、
か
つ
て
の
よ
う
に
風
俗

業
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
人
が
嫌
が
る
３
Ｋ
職
場

（
き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
）に
就
く
人
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
不
法
残
留
者
の
摘
発
は
な
か
な
か
難
し

く
、
観
光
客
の
増
加
と
と
も
に
、
益
々
不
法
残
留

者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

日
本
の
治
安
の
悪
化
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い

る
だ
け
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
観
光
客
増

加
は
単
純
に
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
。

2
月
3
日
、
二
之
湯
参
議
院
議
員
は
か
つ
て

会
長
を
務
め
た
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会 

に
特
別
講
師
と
し
て
招
か
れ
「
今
、
地
方
議
会

に
望
ま
れ
る
こ
と
」
と
題
し
て
、
約
40
分
間
講
演

し
た
。

二
之
湯
議
員
は
「
国
会
議
員
に
な
っ
て
初
め
て

直
面
し
た
大
き
な
問
題
が
、
三
位
一
体
改
革
。
こ

の
改
革
論
議
の
中
で
、
地
方
の
立
場
・
味
方
に
な

っ
て
発
言
す
る
議
員
が
い
か
に
少
な
い
か
を
痛
切

に
感
じ
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
地
方
主
権
、
地
方
分

権
と
騒
い
で
い
て
も
、
少
し
も
進
展
し
な
い
の
で

は
な
い
か
と
憂
え
て
い
る
。」
と
訴
え
、
地
方
議

員
、
中
で
も
全
国
741
市
の
市
会
議
長
が
立
ち
上
が

れ
ば
、
必
ず
地
方
主
権
・
分
権
を
勝
ち
取
る
事
が

で
き
る
と
奮
起
を
促
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
会
議

長
は
1
年
毎
に
交
代
す
る
と
い
っ
た
悪
し
き
慣
例

を
止
め
、
少
な
く
と
も
2
年
間
は
務
め
、
議
長
の

権
威
を
高
め
、
そ
の
立
場
か
ら
地
方
主
権
・
分
権

を
推
し
進
め
て
ほ
し
い
と
激
励
し
た
。

6
年
間
の
任
期
が
保
証
さ
れ
て
い
る
参
議
院

議
員
と
違
っ
て
、
衆
議
院
議
員
は
い
つ
解
散
が
あ

る
か
も
知
れ
ず
、
常
に
選
挙
の
備
え
を
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
常
在
戦
場
と
い
わ
れ
る
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

京
都
3
区
か
ら
奥
山
茂
彦
氏
の
失
っ
た
議
席
を

回
復
す
る
た
め
に
立
候
補
予
定
の
府
会
議
員
清
水

鴻
一
郎
氏
、
京
都
4
区
か
ら
野
中
広
務
氏
の
後
継

者
と
し
て
議
席
継
承
し
た
田
中
英
夫
氏
、
現
職
、

新
人
の
違
い
が
あ
っ
て
も
、
と
も
に
ま
だ
ま
だ
知

名
度
不
足
で
あ
る
。
清
水
氏
は
昨
年
末
、
田
中
氏

は
新
年
早
々
か
ら
大
型
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
名

前
の
売
込
み
に
懸
命
で
あ
る
。
2
人
と
も
厳
し
い

選
挙
区
だ
け
に
、
事
前
運
動
に
余
念
が
な
い
。

府
内
4
ヶ
所
で
谷
垣
大
臣
を
囲
む
会

二
之
湯
議
員
、
2
日
間
同
行

韓
国
、
台
湾
に
ビ
ザ
免
除

愛
知
万
博
で
観
光
客
を
誘
致

心
配
な
不
法
残
留
者
の
増
加

二
之
湯
氏
、
全
国
市
議
長
会
で
講
演

地
方
分
権
推
進
の
先
頭
に
と
激
励

早
く
も
次
期
選
挙
の
備
え
、

　

京
都
3
、
4
区　

現
職
・
新
人
、
ポ
ス
タ
ー
で
名
前
売
込
み

新年互礼会（京丹後市）で挨拶する二之湯議員
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一
、「
え
と
す
」
の
再
発
行
は
、
多
く
の
人
々
か

ら
歓
迎
さ
れ
た
。
早
速
購
読
料
を
振
込
ん
で
下
さ

る
方
も
あ
る
。
そ
ん
な
人
達
の
激
励
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
苦
労
で
は
あ
る
が
継
続
す
る
覚
悟
で
あ

る
。
又
、
そ
の
こ
と
が
公
職
に
あ
る
者
の
責
務
で

も
あ
る
。

一
、
国
会
議
員
に
な
っ
て
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
た
。

新
年
早
々
か
ら
各
地
で
の
新
春
互
礼
会
に
顔
を
出

し
た
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
か
つ
て
の
先
輩
が
参
加

さ
れ
て
い
る
が
、
国
会
議
員
と
し
て
上
座
に
座
ら

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
先
輩
を
差
し
置
い
て
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
、
何
と
な
く
落
ち
着
か
な
い
。

一
、
今
年
4
月
か
ら
京
都
市
へ
の
編
入
合
併
が
決

ま
っ
て
い
る
京
北
町
の
石
浦
道
男
町
長
が
、
収
賄

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
警
察
で
取
調
べ
を
受
け
て

い
る
と
の
情
報
を
聞
い
た
時
、
全
く
信
じ
ら
れ
ず

驚
い
た
。
合
併
を
心
か
ら
祝
福
す
る
一
人
と
し

て
、
合
併
直
前
に
こ
ん
な
事
件
が
起
き
て
誠
に
残

念
な
こ
と
で
あ
る
。

一
、
注
目
さ
れ
た
イ
ラ
ク
で
の
国
民
議
会
選
挙
は

投
票
率
60
％
以
上
を
超
え
た
。
投
票
所
へ
行
く
の

に
ま
さ
に
命
が
け
で
あ
る
の
に
、
投
票
行
動
に
よ

っ
て
自
ら
の
国
づ
く
り
に
立
ち
上
が
っ
た
イ
ラ
ク

人
の
勇
気
を
た
た
え
た
い
。
そ
れ
に
比
べ
、
我
が

国
の
各
種
選
挙
の
低
い
投
票
率
は
情
け
な
い
。

一
、
政
治
家
は
健
康
が
大
事
。
年
末
に
市
民
病
院

で
健
康
診
断
を
し
て
も
ら
っ
た
。
心
配
し
て
い
た

通
り
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
尿
酸
値
が
高
い
と
い
う

結
果
が
出
た
。
余
程
、自
己
管
理
に
努
め
な
い
と
、

将
来
糖
尿
病
と
痛
風
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

歩
く
こ
と
は健康

の
基
本

「
え
と
す
」
1
月
号
を
お
送
り
頂
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
方
の
政
治
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
お
力
を
、
国
政
の
場
で

惜
し
み
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
服
し

な
が
ら
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
思
い
返
し
ま
す

と
、
二
之
湯
先
生
の
お
父
様
が
、
綴
喜
郡
井
手

町
の
教
育
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
頃
、
私
は
井

手
小
学
校
の
教
師
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
ご
指
導

賜
り
ま
し
た
が
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
の
場
で
の
お
父
様
と
、
国
政
の
場
で
の

先
生
の
お
姿
が
重
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
諸
々
の
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
一
つ
は
、
一
九
九
六
年（
平
成
8
年
）、

二
之
湯
先
生
と
行
く
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
爆
布
。
ア

メ
リ
カ
東
海
岸
10
日
間
の
旅
」
で
す
。

お
誘
い
頂
き
参
加
し
ま
し
た
。
中
で
も
陸
路

美
し
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
地
方
を
経
由
し
て
、
映
画
「
サ
ウ
ン
ド
オ

ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
ト
ラ
ッ

プ
一
家
が
経
営
す
る
ト
ラ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ッ

ジ
に
宿
泊
し
ま
し
た
が
、
バ
ス
を
降
り
る
と
、

兎
や
リ
ス
が
私
達
一
行
を
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
珍
し
い
花
が
咲
き
乱
れ
、
自

然
の
中
に
建
っ
て
い
る
ロ
ッ
ジ
は
、
お

伽
噺
の
世
界
に
踏
み
込
ん
だ
よ
う
で
し

た
。
宿
泊
者
の
中
で
は
、
日
本
人
は

私
達
だ
け
で
し
た
が
、
夕
食
の
席
で
は

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
や
「
荒
城
の
月
」
な
ど
の

メ
ロ
デ
ィ
の
生
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
の
そ
こ
ま
で
温
ま
る
宵
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
と
足
を
運

び
ま
し
た
が
、
バ
ス
の
走
行
距
離
は
2316
㎞
に
及

び
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
雄
大
な

自
然
を
満
喫
す
る
旅
で
し
た
。
こ
の
紀
行
文

「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
自
然
」
と
題
し
て
、

洛
南
タ
イ
ム
ズ
に
掲
載
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

「
日
程
な
ど
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
」「
行
き
た

い
」
等
お
便
り
や
、お
電
話
を
頂
き
ま
し
た
が
、

こ
の
計
画
は
二
之
湯
先
生
が
さ
れ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
先
生
に
は
会
合
な
ど
で
お
目
に
か
か
る

と
き
が
あ
り
ま
す
が
、
何
時
も
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
こ
の
上
も
な
い
光
栄
で
ご
ざ
い
ま

す
。
長
い
教
師
生
活
の
中
で
、
学
校
の
発
展
と

児
童
の
幸
せ
を
祈
る
狭
い
狭
い
私
で
し
た
が
、

先
生
の
お
話
や
「
え
と
す
」
等
見
聞
す
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
や
国
政
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
共
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご

指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
お
礼

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
と
二
之
湯
先
生

城
陽
市
社
会
教
育
委
員
長　

澤
田　

榮
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